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野 .

村

兼

太

部

,
ヵ
鄉
M
庞
が
農
村
に
と
つC
菲
だ
大
な
る
參
婚
で
ぁ
つ
た
こ
と
は
周
知
の
事
實
で
ぁ
る
。
桃
に

1̂

海
近
そ
の
他
の
大
交
通
路
に
ぁ
つ 

て

は

、
，
特
に
顯
截
で
ぁ
一

◊
ま

を

ど

ぼ#
論

で

あ

る'0、一、
取#
鼠S

關13

ガ

ぱ

が

が

に

多

ぐ

の

研

究

が

發

ま

さ

れ

ゼ

ゐ

.る
0
.本
庄
榮
☆
郞
氏 

€i

編
躲
に
な
る「

日
本
交
通
史
の
研
究
：！は
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
ぁ
る
0
今
こ
X
に

紹

介

レ

ょ

ぅ

と

す

、
る

资

料

ぼ

ざ

：ぅ

>-̂

た

：大

街

嚴
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に
關
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
却.つ
て
與
味
が
多
い
と
も
云
へ
る
。
.
、江

戶

か

ら

行

德

、

船

ぼ

&
E

力

-
パ

今

TTV 

脚
、
濱
野
、
村
田
を
經
て
、
上
總
に
入
ね"
八
幡
を
經
て
海
岸
に
沿
ふ
て
木
更
雄
に
行
く
街
道
で
ぁ
る
。
今
間
題
を
起
し
た
の
は
•
こ
の 

街
道
S

川
か
ら
別
れ
て
.千
葉
を
經
て
流.S

に
至
る
建
*
の̂
'野
旧
宿
と
1

の
S

宿
と
0
'胁
鄉
に
關
.レ
て
で
ぁ
る
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づ
問
题
の
原11
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述
べ
れ
ば"

夭
保
十
四
卯
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に
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御
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詣
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總
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つ
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と
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び
後
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の
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ぜ
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.
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こ
ょ
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依
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，て
沿
道
の
業
が
觸'る
頻
繁
と
な
つ
た.當

や
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る
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十ITl

代
將
軍
家
俊6

日
光
社
參
は
同
ギ
四
月-F.1

二
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發
、
同
二
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ゐ
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,し
か
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前
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か
ら
を®
.順
伽
に
ぶ
-へ
力
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上
：總
菌
五
弁
衬
だ
は
勘
定
：奉
行
に
願
出
、
機
貝
村
外
gr

ヶi
村
：に
：新
た
此
：
助
鄉
ふ
嚴

知
：.

や
せ
た0:ん 

.

.

か
あ
る
ひ
せ
脅
し
、
•あ
，
る
ひ
ほ
有
め
、

‘
八
ケ
村
り
：代
表
者
を
說
得
し
た
。
八
ヶ
村
侧
の
最
も
困

‘つ
た
の.は
公
儀
：の
蜜
坡
な
人
馬
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往
來
⑥
，あ
る
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^
云
ふ
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で.’あ
る
。！

日
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1
.
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期
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談
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今
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女
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か
ら
人
，
足
百
人
を
差
出
す

.か
ら
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三
ケ
村
か
ら
今
後
は

1

需
鄉
，dこ
と
は®
ま
な
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云
ふ
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而
を

1

和
入
れ
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欲
し
い
ぶ
云
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返
事
を.；̂た
。
こ
れ
に
對
し

\

生̂
實
役
所
で
は
何
放
か
賛
成
し
な

s
oそ
し
て
新
た
に
濱
野
村
に
建
ま
す
る
普
で
あ
り
て
、

9
光
社
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の
濟
れ
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で*
⑩
さ
觀
て
ゐ
た
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普
請
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こ
と
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持
出
し
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し
助
鄉
を
知
せ
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な
ら
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の‘人
足
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け
で
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非
常
公
用
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し
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對
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来
兼
て
、

1

に
愚
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な
小
前
の
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し
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達
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服
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と
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つ
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ゐ
る
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海
岸
籍
同
を
命
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

,

‘
，

.

こ.の.た
め
に
木
更i

道
に
お
け
る
譜S

往
來
が
頻
繁
に
な
つ
た
。
濱
野
村
は
そ
の
棺
大
に
耐
へ
鎌
て
、
北
生
實
村

、
H

m
を
な
し
、
挑
け
ら
れ
た
の
.で
、1

6
森
川
紀
，|

|

の
生
赏
役
所
に
訴
へ
出
た
の
で
あ
る
。

„

そ
れ
が
天
保
十

票

り

f

ト

日

 

で
あ
つ
た
。
但
し
と
れ
等
の

一

ニ
ケ
村
は
す
で
に
そ
の
.以
前
に
江
戶
屋
敷
の
方
に
説
解
を
得
て
ゐ
た
や
ぅ
で
あ
る

0 

.

,

:

:

ま

川

は

ぎ

水

，

Z
5

來
の
生
實
の
領
主.
で
.

r
.

高
®

^

.
密
る
に
野
旧
村
外
七
ケ
村
は
流

.

3

へ
の
街
道
の
當
宿
の
助
鄉
組
合
に
き
て
ゐ
る
。
從
ウ
て
容
展
に
納
得
し
な

i>

生
實
役
所
で
：
 

は
翌
三
月
十

一

日
に
被
吿
八
ケ
村
の
名
主
を
召
喚
し
て
說
得
に
か

.
つ
た
。
こ
れ
等
の
八
ケ
村
か
ら
助
人
馬
を
ぉ
：だ
す

V
,

霊
ま

ー

ズ

 

4

の
は
、

(
一

:
#1̂保
庶
に
先
例̂

き
と
、

(一
0

海
岸I

の
如I

別
の
.非
常
時
で

I
,と
と
、

(一

ニ)

同
S

內

ま

りI

I

力
す
べ
き
こ
と
の
三
つ
.
で
あ
り
た
0

 :

, 

.

.

.

ノ
 

'然
る
に
最
.
.
有
力

I

由
1

1

:
1

の
先
例
に
ウ
い
て
は
i

が
甚
だ
不
十
分.で
き
た
。
を
の
上
そ
の
以
I

平
越
中
守
が
文 

政
六
ま
房I

f
を
引
上
げ
る
時
に
も
、

一
ニ
ケ
村
か
ら
同
様
の
顾
を
提
出
し
て
聞
き
屑
け
ら
れ
な
か
つ
：た
先
例
が
あ
る
。
從
ウ
て
：
 

第一:や

理
由
は
役
所.の
方
で-
取̂
上
げ
な

5
で
、§r

第
二一

の
非
常
時
セf
、か
ら
、，鎭
內
勞
す
べ
き
ぎ
力 

に
隣
村
の
他
の
例
を
舉
げ
て
、
助
鄉
を

f

せ
；I

合
に
はi

s
す
る

た
力
票
村
外
五
ケ.村
に
命
じ
、
不
服
の
f

投
獄
又
は
手
鎖
に
科
し
、終
に
承
諾
さ
せ
た

o
§

同
镇
令f

で
も
同
樣

s

、

薪

^

く
宇
名§

s

外gl

ケ
种
に
命

i.3

た
。§

§
で
あ
る
上
總
國

r<#

村
で
は
勘
定
奉
行
に
願
出
て
.他
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外
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右
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'弁
太
右
衛
門
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こ
と
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ら
ぅ
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、
'御
同
姓
は
解
ら
な
い
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武
鑑
に
は
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原
た
は

I

名
ょ
り
か 

い
©•「

三
ケ
村
と
中
內
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ハ
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兵
衞
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右
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右
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郞
右
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右
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濱
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。
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。
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萬
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濟
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植
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萬
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は
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さ
れ
て
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彼
が
主
と
し
て
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こ
と
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簡
で
明
か
で
あ
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。
又
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に
は
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す
る
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こ
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仲
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つ
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に
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德

寺
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。
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。

,
.
?
,
>

ほ

1

づ 

一
ロ
に
生
货
'役
ぶ
ら
廻
狀
が
來
て
、.二

士一

日
の
，

H

ッ
時(

午
前
十
時>

に
出
頭
せ
ょ
と
の
こ
と
で
、
名
主
市
之
薬
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、
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濟
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懇
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岭
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。
さ
ら
に
六
拾
兩
上
納
す
ベ 

き
セ
A

と
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K

ふ
三
條
仲
に
な
っ
て
ゐ
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の
最
後
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六
あ
雨
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云
ふ
义
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代
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歸

村
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時
ハ

.
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祈
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領
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入
部
わ
際
にz
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拘
ら
す
、
多
數
村
民
が
出
迎
へ
て
、
霞
し
か
っ
た
こ
と
と
、
こ
の
春
に
三
ヶ
村
へ
肋
鄉
を
な
さ
な
か
，っ
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^

i

め

に

藩
. 

が
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ヶ
お
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對
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l
l

系
依
め
米
を
湖
肋
义
ぜ
さ
な
け
ム
ぱ
激
.
ら
な
べ
な
，
0

た
こ
.
と
、
と
れ
等
に
對
す
る，i 

g

わ
飼
金
で
あ
る
。
し
か
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こ

れ
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八

ヶ
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側

サ

箸

し
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あ

M
?
o
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.
ヶ
村
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代
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者
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の
如
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し
た
。
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通
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乍
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泰
存
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御
上
様
ユ
ル
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中
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解
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通
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大
名
樣
方
i

行
之
節
人
描
，助
合
之
儀
、
享
保
度
之
識
書
を
以
；姚
訟
方
願
立 

得
共
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用
難
被
成
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節
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；
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.
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節

柄

殺

不

辦

、
，多

截

迎

.

ろ
W

ル
，

1
T

 

t

ル
.不

行

腐

廉 

'
ミ
，

礼

明
.
上

被

仰

付

：方

1
5̂

有
.
を
S

、御，
憐
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右
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簿
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五
五0

)

て

藩

が

如
.
何
.
な
'
る

態

族

を

摊

つ

：
た

か

は

、

資

料

が

な

5

か

刺

明

し

な

，い
。
し
か
し

1

方
何
，
-0

か
®

協
サ
ム
め
ん
と
す
る-
;

J

共
.

に
、
撒 

方
や〜

處
罰
せ
ん
-U；

す
る
態
度
を
示
し
た
や
ぅ
で
あ
る
。
藩
が
和
協
的
態
鹿
を
以
っ
て
陶
ん
だ
こ
と
は
、

S
:'

び
新
し
い
仲
介
者
が
現
れ 

た
こ
と
に
依
っ
て
推
測m

來
る
。
新
仲
介
者
は
上
泉
村
次
郞
右
衛
門
と
川
弁
村
五
郞
七

S

雨
人
で
あ
っ
た0

條
件
は
か
な
り
に
緩
和
さ 

れ
<
 

唯
松I

f

隣
河
守
の
通
行
に
服
り
、
寓

一

激
野
村
以
下
三
ケ
村
の
人
：
不
足
し
差
ま
へ
の
あ
ウ
た
場
合
、

「

生
實
御
役
所
觸
出
被

あ
つ
.た

。

然

ろ

、
に
八
，
ヶ

*村
の
代
^
者̂
建
は
担
絕
し
て
ゐ
る0 

‘
ぞ
の
旨
を
村
方
に
報
じ
て
次
ぎ
の
如
く
記
し
て
ゐ
る
。

，

「

右
，S
M

り
'

咋l
i
l

谈
臀
物
懸
合
ル
得’共
'
マ
人
馬
之
儀
を
卿.
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我

囊

義，文
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有
.さ

ゆ

後

代

之患
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梢
成
ゆ
奉
律
ル

:
:

.敝

贷

ほ

參
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衛

勝
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述
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參
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月
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來
1
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村
の
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事
が
な
い
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ヶ
月
以
K
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抑
窗
さ
れ
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た
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ヶ
村
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.
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，
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；
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當
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知
れ
な
5
,
0 
し
で
彼
等
を
ポ
ら
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小
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駕
能
を
し
て
ゐ
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ヶ
村
代
表
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け
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.
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の
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別
の
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m
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し
た
の
，で
あ‘
る
が
；*.
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前
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し
て
な
い
。
そ
の
駕
能
餅
は
倾
主
に
對
し
て
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訴
し
た
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^
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あ
る
0

:
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の
評
狀
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仰
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仕
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伐
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仲
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仲
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又
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六

(

耳
耳
5

と
記
し
で
あ
る
の
を
以
っ
て
見
て
も
、
多
少
の
處
f

受
け
た
t

知
れ
な
い
が
、
八
ケ
村
側
のi

と
な
っ
た
こ
と
は
明
か
で
あ.
^
 

う
。
傲
.代
の
者
歸
村
の
B

+

‘
i
'

月II

十
六
，日
に
は
各
村
と
も
村
境
ま
で
出
迎
へ
た。.
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以
上m

月
十
日
に
始
ま
.

，十
.

1

5
+

六
日
ま
で
セ
ケ
巧
餘
の
：

11̂

期
に
基
る
助
鄉
藤
動
も
-
驚
望
の
補
助
に
依
っ
て
終
結
を 

告
げ
た
0.
こ
の
長
期
間
に
直
る
評
訟
の1
 

費
用
.，̂
決
し
て
少
な
レ
も
の
で
な
か
っ
た
に'逮
ひ
な
い
0
不
幸
に
し
て
，

Vi

れ
に
，關
す
る
文
献
は 

何
も
殘
ウ
'て
ゐ
な5

か
ら
解
ら
な
い
が
、
さ
う
し
た
費
用•を
拂
っ
て
な
ほ
新
規
肋
鄉
を
頑
强
に
担
否
し
た
の
は
何
故
で
あ
ら
う
か
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さ
ら
に
彼
等
の
あ
る
者
は
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命
賭
し
て
强
蹄
し
て
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る
0
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れ
は
單
に
こ
れ
が
先
例
と
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っ
て
後
患
を
遣
す
と
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ふ
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ト
ェ

(
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助
鄉
そ
れ
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し
さ
村
の
禽
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つ
た
か
ら
で
あ
ら
う
。
又
藩
當
局
が
基
だ
服
腰
で
あ
っ
た
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は
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單
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あ
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、 
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